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DOE‐METIが日米CCS協力

文書（MOC）に署名
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Joint Research Topic Candidate 1

Title: Fiber Optic Sensing (Geomechnics, 
Well Integrity, DAS/VSP)

Partners:
US: LBNL (Tom Daley), MRCSP(Neeraj

Gupta)
JP: RITE (Ziqiu Xue), AIST(Xinglin Lei)

Proposed plan:
 Lab & Field Experiments, Geomechanics

Coupled with Reservoir Simulation
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Joint Research Topic Candidate 5

Title: Risk Assessment (NRAP)

Partners:
US: NETL (Grant Bromhal), 

Los Alamos (George  Guthrie)

JP: RITE (Takahiro Nakajima), AIST

Proposed plan:
 Data Analysis? 
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2017.10.17

DOE‐METIが日米CCS協力

文書（MOC）を改訂、日米

でCCUS案件形成へ
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⼆酸化炭素地中貯留技術研究組合の概要
• 設⽴年⽉⽇：平成28年４⽉１⽇
• 理事⻑：⼭地憲治
• 組合員：（４企業、1国⽴研究開発法⼈、1公益財団法⼈）

⽯油資源開発（株）、⼤成建設（株）、国際⽯油開発帝⽯（株）、応⽤地質（株）、
国⽴研究開発法⼈産業技術総合研究所、公益財団法⼈地球環境産業技術研究機構

• 所在地：京都府⽊津川市⽊津川台９－２

○組合設⽴の⽬的
CCSは地球温暖化対策の重要な温暖化対策技術として、国内
外に認識されているが実⽤化に当っては、安全かつ⼤規模・効
率的なCO2貯留技術の実現が必須である。当組合では我が国の
貯留層に適した実⽤化規模（100万トン/年）でのCO2貯留
技術を開発するとともに、CCSの社会受容性の獲得やCCS技
術の海外展開を志向した研究開発を⾏う。

○実⽤化の⽅向性
エネルギー基本計画（H26年4⽉閣議決定）において、「2020
年頃のCCS技術の実⽤化を⽬指した研究開発」等を推進すること
とされており、当組合では、実証規模での研究成果をベース
とし、実⽤化規模へのup-scalingに係る(1) CO2圧⼊・貯留の
安全管理技術の確⽴、(2)⼤規模貯留層有効圧⼊・利⽤技術
の確⽴、(3)CCS普及環境整備・基準の整備を⾏い、地球温暖
化対策としてのCCS促進に寄与する。

① ⾃然地震や微⼩振動観測結果を基に、ATLSによる圧⼊安全管理
② 光ファイバーを利⽤した地層安定性や廃坑井の健全性監視
③ 圧⼊中のCO2挙動モニタリングを基に、圧⼊後の⻑期挙動予測
④ CO2圧⼊井や圧⼒緩和井の最適配置及び貯留率向上
⑤ CO2貯留安全性管理プロトコル（IRP）の構築
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2000

2020

基礎研究

全国貯留量評価

基盤技術開発

基盤技術の実適用

苫小牧大規模実証試験
貯留適地調査 (JCCS)

基盤技術を実サイトへの適用によって、不確実性を
低減させるほか、運用・検証・普及（実用化）へ、一部
の技術開発は海外機関等との連携を図る

貯留層規模／CO2圧入規模のUp-scaling
により、貯留層評価＆地質モデル構築、地
層水圧増加＆力学的安定性監視、微小振
動＆誘発地震観測、CO2挙動モニタリング
＆長期挙動予測
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研 究 課 題 実施組合員

（１）大規模CO2

圧入・貯留の
安全管理技術
の開発

①圧入安全管理システムの開発
RITE、JAPEX、
INPEX

②CO2長期モニタリング技術の確立 AIST

③大規模貯留層を対象とした地質モデル構築、貯留層評価
RITE、JAPEX、
応用地質

④大規模貯留層に適したCO2挙動シミュレーション、長期挙動予測手法の

確立

RITE、AIST、
大成建設、
応用地質

⑤光ファイバーを利用した地層安定性や廃坑井の健全性監視システムの

開発

RITE、AIST、
JAPEX、INPEX

⑥CO2漏出検出・環境影響評価総合システムの構築 RITE

（２）大規模
貯留層の有効
圧入・利用技術
の開発

① CO2圧入井や圧力緩和井の最適配置技術の確立（NRAP含む）
RITE、大成建設

② CO2溶解促進技術の適用による貯留効率向上 RITE、JAPEX

（３）CCS普及
条件の整備、
基準の整備

① CO2貯留安全性管理プロトコル（IRP）の整備 RITE

② 苫小牧実証データの提供による技術事例集の作成、海外機関との連携 RITE

③ 社会受容性の向上、国際標準化との整合 RITE

H29年度事業計画
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NRAP tools 開発コンセプト
CO2地中貯留の実施･･･多くの不確実性

リスク評価必要（事業者、投資家、規制機関、PA）

3Dフルモデルでの
不確実解析は⾼コスト

ROMによる解析⾼速化

不確実性分析を迅速に実現
（計算時間1/1000のオーダー） CO2地中貯留システム概念図
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我が国への適⽤性

• 早期の事業判断、許認可判断、投資判断に活⽤できる
• 事業者、規制関係者等のリスク・不確実性の共通理解に活⽤できる

不確実性が⼤きな段階でのリスク評価を簡易に実施可能

• 坑井閉鎖処理後の⻑期評価
• 万⼀の断層からの漏洩の評価
⇒不確実性を踏まえて、リスクが⼩さいことを⽰すことができる

我が国特有のリスク対象に対しては改良の余地がある

我が国への適⽤性

発⽣確率が⼩さいと考えられる要因のリスク評価

• 海底下貯留、地震、断層等

⽶国と共通のツールを保有することは国際展開の視点からも意義がある。
事業者、規制側でのリスク認識の共有に役⽴つ。

意義
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